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かわさき新産業創造センターについて
新川崎・創造のもりの整備11

■ 「新川崎・創造のもり」では、産学官の連携による、新しい科学・技術や産業を創造する研究開発拠点の形成等を
目指し、段階的な施設整備を推進

・ (公財)川崎市産業振興財団 管理 運営 実施（平成14年度～平成17年度：委託、平成18年度～：指定管理）
・ NANOBICでは、4大学ナノ・マイクロファブリケーションコンソーシアム（慶應義塾大・早稲田大・東工大・東大）と川
崎市による      機器 開放利用 実施

・ 創造のもり事業の集大成となる、産学・産産連携によるオープンイノベーション拠点、 産学交流 研究開発施設
（愛称 AIRBIC）」を平成31年1月の供用開始を目指し整備

かわさき新産業
創造センター
インキュベーション施設
21社、4研究室、
4大学が入居

ナノ・マイクロ
産学共同研究施設
ナノ・マイクロ研究機器
 開放利用
ナノテク関連企業等
6社が入居

新川崎(Ｋ２)
タウンキャンパス
慶應義塾大学の
先導的研究施設
13研究室が入居

NANOBICオープンラボ
クリーンルーム等に設置した
36の機器を市内・周辺地域
の企業・大学 利用開放

・ 市と大和ハウス工業㈱との共同プロジェクトによる合築の
大規模R&D施設
・ 1階に、300人規模のレセプションが実施可能な会議室や、
テラス席付きの100人規模の飲食スペースなどを設置
・ 2階に、ベンチャー企業向けのインキュベーションスペース
（約3,500㎡、41室）を公共施設部分として設置
・ 3 5階に、長期間       向  研究    
（約11,000㎡）を民間施設部分として設置
・ 3階に、日立化成㈱     ラボがつくば市から移転
※整備に伴うコンクリートガラ、鉄骨などの地中障害物の
除去を実施

新川崎・創造のもり 全景

Ｋ２ KBIC NANO
BIC

AIRBIC

NANOBIC

KBIC

Ｋ２

開放的なレストラン 多目的会議室

かわさき新産業創造センターの指定管理者 選定12
■平成30年度  平成34年度   指定管理者 募集    
・ 既存施設に加えて、現在整備中のAIRBICの本市所有部分が対象施設
・ 入居者支援機能の強化と、AIRBIC開設 伴 管理対象施設 拡張に対応
・ 平成29年第4回市議会定例会に指定管理者指定議案を提案予定

指定管理者 選定及 AIRBIC整備に係るスケジュール13
平成29年度 平成30年度

7月 8月 9月 12月 1月 3月 4月 12月 1月 

指定議案
上程

指定管理者
業務引継

AIRBIC供用開始
3棟一体 指定管理開始

指定管理業務
開始(4/1 )

AIRBIC

産学交流 研究開発施設 「AIRBIC」
（平成31年1月供用開始予定）

資料１

指定管理者
募集(7/24
8/31)

指定管理
予定者選定
(9/27)



新川崎・創造のもり地区の概況

ＡＩＲＢＩＣ
9,200㎡

Ｋ棟
Ｅ棟

Ｏ棟
Ｉ棟

研究棟

クリーンルーム棟

さいわい
ふるさと公園

ＫＢＩＣ

新川崎地区ネットワーク協議会の活動

ＮＡＮＯＢＩＣにおける産学連携支援

第1段階 市内産業振興ゾーン

第2段階 先端産業立地促進ゾーン

Ｋ２タウンキャンパス

ＫＢＩＣ

ＮＡＮＯＢＩＣ

第1期事業
Ｋ２（ケイスクエア）タウンキャンパス
平成12年7月開設
慶應義塾大学の先導的研究施設で、最先端の
研究開発を実施
13研究プロジェクト、2教育プログラムが入居

第2期事業
かわさき新産業創造センター「ＫＢＩＣ」
（ケービック）平成15年1月開設
ベンチャー企業の入居スペースと専門家による
支援メニューを提供するインキュベーション施設
21社、4研究室、4大学が入居
オープン以来、90％以上の入居率を維持

第3期第1段階事業
ナノ・マイクロ産学官共同研究施設「ＮＡＮＯＢＩＣ」（ナノビック）
平成24年4月開設
ナノ・マイクロ(※)技術分野の最先端の研究開発から製品化までを一気通貫で行うことが可能で、人材、技術、
最先端の研究機器等を集積させた高度なファブリケーション施設
超微細加工や計測を行うため、微小なほこりを排した約750㎡の大型クリーンルーム(クラス100、クラス
10000)を完備
慶應、早稲田、東工大、東大からなる4大学のナノテクコンソーシアム、日本ＩＢＭ東京基礎研究所・東京大
学の共同研究プロジェクト他、ナノテク関連企業等6社が入居
※ナノは、10億分の1を表す単位、 マイクロは100万分の1を表す単位

平成24年度に新川崎地区内の企業・大学を中心とした産学連携、産産連携
を目指す組織「新川崎地区ネットワーク協議会」が発足し、活動を開始して
おり、新川崎地区において、産学連携基盤の形成が進んでいます。
会員数 企業45社、大学、関係機関

科学の面白さや楽しさを体感できる子ども向け科学イベント
「科学とあそぶ幸せな1日」は、創造のもり一帯を活用し、
Ｋ タウンキャンパス、川崎市、及び「創造のもり」内外の
企業や団体が協力して開催しています。（毎年9月頃開催）
平成29年度開催実績 参加者約1,200人

「ＮＡＮＯＢＩＣ」では、インキュベーションの他、産学連携支援、4大学が
保有する世界最先端の研究機器を企業等に開放、技術指導を行うなど、市内
事業者のものづくり技術の高度化支援に取り組んでいます。

Ｄ地区 新川崎・創造のもり

4大学の先端研究機器
共同利用

共同研究の推進

ナノ・マイクロ技術支援
講座等の実施

コーディネーターによる
技術支援・連携支援

4大学のクリーンルームと最先端の研究機器
（左からクラス100、クラス10000） 「キングスカイフロント」の

ライフサイエンスの取組

ドラッグ
デリバリーシステム

エネルギー効率が高い
太陽電池

絆創膏チップ 医療診断チップ

「ナノ茶論」
大学の研究者と
企業の定期交流会

会員企業、研究開
発拠点等の見学会

会員企業イベント
の地域開放

「さいわい
トライサイエンス」
地域の子ども向け
科学イベント

ＮＡＮＯＢＩＣ

Ｋ２タウンキャンパス

４大学ナノ・マイクロファブリケーションコンソーシアム

入居企業・市内企業

新川崎・創造のもりの役割

ベンチャー支援と産学連携による産業イノベーション拠点

新川崎地区を中心とする企業、大学等の連携・交流拠点

子どもたちが科学・技術とふれあい、夢を育む創造拠点

(平成29年11月1日現在)

○新川崎地区は、日本電産(株)中央モーター基礎技術研究所等の立地も進み、先端技術の研究開発に取り組む企業・大学の集積がさらなる進展（推定就業人口約1万8,000人）
○E地区内のパイオニア(株)本社・研究所が平成28年3月で市外に移転し、同施設に富士通(株)新川崎テクノロジースクエアが開設
○新川崎地区内の企業・大学を中心とした連携組織「新川崎地区ネットワーク協議会」（会長 山道新太郎 日本アイ・ビーエム㈱新川崎事業所長、会員数 企業45社、大学、関係機関）の活動など、
新川崎・創造のもりを拠点とした、活発な産学・産産連携活動を推進

三菱重工フォーク
リフト＆エンジン
・ターボＨＤ㈱、
三菱ロジスネクス
ト㈱
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長谷川香料㈱総合研究所


